
曜日 月

時限 １・２

　【教員実務経験】

週 授業形態 小テスト・中間試験・定期試験

1 登校

2 登校

3 登校

4 登校 小テスト５点

5 登校 小テスト５点

6 登校

7 登校 中間試験２０点

8 登校

9 登校 小テスト１０点

10 登校

11 登校

12 登校 小テスト５点

13 登校 小テスト５点

14 登校

15 登校 定期試験５０点

●シャンプー　●トリートメント　●シャンプークロス　●タオル（6枚）　●ダッカール（6本）　●デンマンブラシ　●リングコーム　●ジャンボコーム
●ドライヤー　●ヘアアイロン(コテ)　●ストレートアイロン　●スタイリング剤　●筆記用具

サロン運営シュミレーション　【モデル撮影】

アイロンワーク：ストレートヘア技術：毛先ワンカール　【ウィッグ使用】

サロン運営シュミレーション：振り返り　　【モデル撮影】

サロン運営シュミレーション：【予約状況の確認、来店時間、施術時間】

定期試験：サロンワーク　　※各自１名モデル準備　　【モデル撮影】

準備学習
時間外学習

準　　　　　備：
時間外学習：授業のノート整理、項目の復習

評価方法

●習熟度　 　：　１００点（到達目標に対する成長具合や習熟度）
◇出　　　席　：　出席率８０％以上（下回る場合は単位認定は無し、Ｅ評価となる）
◇合　　　否　：　６０点以上で合格（Ａ：１００～９０　Ｂ：８９～８０　Ｃ：７９～７０　Ｄ：６９～６０）　否（Ｅ：評価資格喪失、Ｆ：５９～０）　、
　　　　　　　　　　  実習や習熟度が測れないものについてはＳ・Ｕ評価

受講生への
メッセージ

●美容に携わる人材として、授業姿勢や授業態度、礼儀、礼節を意識して欲しい。
●授業が始まる前には必ず持ち物を準備しておく事。
●道具の貸借りは紛失するので禁止。

【使用教科書・教材・参考書】

アイロンワーク：ストレートヘア技術：毛先ワンカール　【ウィッグ使用】

美容の職業に携わる人材としての接客用語及び接客技術を習得する。
基礎的なシャンプー技術・ブロー技術・スタイリング技術を用いてお客様のご要望にお応えする知識・技術が提供出来るようにする。

授業計画・内容

【授業目的の確認、チーム編成、各担当振り分け、サロンワークの流れや時間管理を決める】

サロンワークに必要な接客、技術の確認、使用道具の確認、接客の良し悪しを学ぶ、撮影の仕方

ハンドブロー、デンマンブロー、メンズドライの基礎、アイロンの扱い方、ダッカールの扱い方　

お客様へご説明出来る商材や美容知識を学ぶ  ※ノート提出：Free styling撮影【ウィッグ使用】

サロン運営シュミレーション：【モデル撮影】

スタイリング基礎：バングの種類、巻き方、オイルの付け方　【ウィッグ使用】

中間テスト：サロンワーク　　※各自１名モデル準備　　【モデル撮影】

サロンワーク振り返り：撮影発表　　※撮影Style：Moodll提出　　オススメStyle発表

サロン運営シュミレーション　　【モデル撮影】

　【授業の学習内容】　

学科・専攻 美容師科　・　ヘアスタイリスト専攻
授業
形態

実習
単位
時間

2
60

教員 天野 ・ 神里
現場で培ってきた美容師経験を活かし技術、知識を基に

美容師のプロになる為の専門的な技術、知識、接客力を習得する授業を行う。

　【到達目標】
美容に携わる上で必要な接客知識と技術を身につける。協調性や接客用語・接客技術を用いて幅広い年齢層へご要望に応えられる人材になる。
現場へ出た際に即戦力となれるアシスタントとして基礎や応用を身につける

2022年度　科目別　授業計画（シラバス）

科目名 美容実習Ⅳ（サロンワーク）
必修
選択

必修 年次 1 開講区分 ２セメスター(後期）


